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商 工 費

商工費の支出済額は、1,614,039,938円で、対前年度比773,570,464円、92.04パーセントの増で、歳

出総額に対する構成比は2.54パーセントです。

７

款

商

工

費
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＜目的＞
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、売上減少等の影響を受けた市内事業者を支援するとと

もに、地域における消費を喚起し、経済活動をいち早く回復させることを目的として実施します。

＜内容＞
対象者は、1セット 13,000 円分の商品券を 10,000 円で購入（2セットまで）することができ、登録店

舗にて使用することができます。

＜実績・成果等＞
販売実績 ①インターネットによる先行販売 2,984 セット

②ハガキによる抽選販売 17,016 セット
額 面 1セット 13,000 円分（1,000 円券 10枚、500 円券 6枚）
販売価格 10,000 円
プレミアム率 30パーセント
発行総額 260,000,000 円（20,000 セット）
購入限度 1人 2セットまで
対 象 者 市内在住・在勤・在学
使用期間 令和 2年 6月 25 日から令和 3年 2月 28 日
登録店舗 545 店舗

使用状況 使用額：259,069,500 円（換金済み金額）
使用率：99.6 パーセント

種 別 使用（換金）額 比率（％）

小 売 209,439,000 80.8

飲 食 36,615,500 14.1

サービス 9,805,000 3.8

そ の 他 3,210,000 1.3

計 259,069,500 100

業 種 小 売 飲 食 サービス そ の 他 合 計

店 舗 数 265 133 99 48 545

構 成 率 48.6% 24.4% 18.2% 8.8% 100%

コロナに負けない！さやまのお店全力応援チケット事業

予 算 現 額 93,500,000 円 決 算 額 92,121,563 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

1,378,437 円

92,121,563 円

皆増

92,121,563 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ２目 商工振興費

(商業観光課)

比 較
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＜目的＞
新型コロナウイルス感染症の影響下において、飲食事業者に対し、感染拡大の防止に向けて「新しい

生活様式」を実践するための普及啓発を図ることを目的に実施します。

＜内容＞
市内の個人又は小規模飲食事業者に対し、「新しい生活様式」に則した感染防止対策の普及啓発を行う

ため、集合研修又は WEB 研修を実施し、その後訪問員が各店舗を訪問して感染防止対策の実施状況を確
認し、内容に応じて応援金を給付します。

＜実績・成果等＞
集合研修 令和 2年 10 月 20 日から令和 2年 11月 21 日の間で計 6日間 各日 2回 延べ 12回開催

会場 狭山市市民会館
受講者数 136 事業者

WEB 研修 令和 2年 10 月 13 日から令和 3年 1月 20 日
受講者数 120 事業者

実地訪問 令和 2年 10 月 21 日から令和 3年 1月 21 日の間で計 20日間
受講者数 256 事業者

応援金 給付件数 256 件
給付額 22,780,000 円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

予 算 現 額 41,000,000 円 決 算 額 32,400,873 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

8,599,127 円

32,400,873 円

皆増

32,400,873 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ２目 商工振興費

(商業観光課)

比 較
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＜目的＞
商工業の活性化と持続的な発展を目的に、関係団体を支援するとともに、各種施策を実施します。

＜内容＞
地域経済の発展と地域全般の福祉の増進を目的に設立されている商工会議所と地域の商店街が実施す

る事業について補助するとともに、店舗等のリフォーム費用の一部を補助することにより、商工業の振
興を図ります。

＜実績・成果等＞
１ 狭山商工会議所に対する助成

中小企業者の体質強化を図る商工業振興施策を総合的に推進するため、狭山商工会議所に対し、
12,700,000円の補助金を交付しました。これにより集団指導・個別指導・巡回指導・窓口相談・金融
あっせん等の経営指導を促進するとともに、一般事業として青年部や女性会の活動を支援しました。

２ 店舗・住宅リフォームの補助
市内施工業者を利用し店舗・住宅のリフォームを行った者に対して、(店舗上限300,000円・住宅上

限100,000円)を補助しました。
利用件数 79 件 補助金額 5,951,000 円

商工業振興事業

予 算 現 額 19,920,000 円 決 算 額 19,076,538 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

843,462 円

21,803,554 円

△2,727,016 円

△12.51%

5,908 円

19,070,630 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ２目 商工振興費

(商業観光課)

比 較
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＜目的＞
企業立地を促進し、産業の振興及び雇用の拡大を図り、地域経済の発展と市民生活の向上に寄与しま

す。

＜内容＞
市内への立地を希望する企業に対して、立地に関する手続きの支援や既存企業が抱える課題に関する

相談・支援を行います。また、企業立地奨励金等交付要綱に基づき、市内立地した事業所に対する奨励
金交付を通して、企業の新規立地や既存施設の拡張を支援します。

＜実績・成果等＞

区 分 件 数 金 額

企 業 立 地 奨 励 金 7件 18,961,400 円

そ
の
他
の
助
成
金

雇 用 促 進 助 成 金 0人 0

正 規 従 業 員 雇 用 促 進 助 成 金 0人 0

障 害 者 雇 用 促 進 助 成 金 0人 0

女 性 雇 用 促 進 助 成 金 0人 0

社 会 進 出 応 援 助 成 金 0人 0

環 境 保 全 施 設 設 置 助 成 金 0件 0

水 道 利 用 加 入 助 成 金 0件 0

埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 助 成 金 0件 0

合 計 交 付 額 ― 18,961,400 円

企業立地促進事業

予 算 現 額 22,462,000 円 決 算 額 19,089,514 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

3,372,486 円

26,226,072 円

△7,136,558 円

△27.21% 19,089,514 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ２目 商工振興費

(産業振興課)

比 較
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＜目的＞
地域経済の活性化を図るため、さやまインキュベーションセンター21において、新産業の創造や新製

品の開発に取り組む起業家等を支援・育成します。

＜内容＞
狭山市地域新事業創出基盤施設（さやまインキュベーションセンター21）にインキュベーションマネ

ージャーを配置し、入居者の相談に適宜応じるとともに、入居者支援会議を定期的に開催し、課題解決
に向けた調整・支援を行います。また、退去後のフォローアップも行い、新事業・新商品の創出の促進
を図ります。

＜実績・成果等＞
１ 入居率 部屋数 8部屋×12カ月＝延べ 96 部屋

年間利用部屋数 延べ 83 部屋

利用率 86.4 パーセント

２ 事業実績

⑴ 入居者相談・指導回数 27 回

⑵ 補助金・特許申請等件数 1件

⑶ セミナー・研究発表会・展示会参加件数 19 回

⑷ 新製品・研究開発等の件数 7件

インキュベーションセンター管理事業

予 算 現 額 6,791,000 円 決 算 額 6,504,462 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

286,538 円

7,519,034 円

△1,014,572 円

△13.49%

3,926,600 円

2,577,862 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ２目 商工振興費

(産業振興課)

比 較
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＜目的＞
市内中小事業者の成長と経営安定化を図るため、融資あっせん事業を推進します。

＜内容＞
市内金融機関に対して預託を行い、より低利で借りやすい制度融資の普及・あっせんに努めます。ま

た、利子助成制度や保証料補助制度を活用し、中小企業者の経営や資金繰りの安定化を進めます。中小
企業向けの制度融資の種類としては、その目的に応じ、近代化資金・商工業開発資金・小口資金・緊急
特別資金・認証等取得資金があります。

＜実績・成果等＞

区 分 貸付件数 金 額

近 代 化 資 金 融 資 0 件 0 円

商 工 業 開 発 資 金 融 資 0 0

一 般 小 口 融 資 11 52,900,000

特 別 小 口 融 資 0 0

緊 急 特 別 資 金 融 資 57 487,500,000

認 証 等 取 得 資 金 融 資 0 0

合 計 68 540,400,000

中小企業制度融資あっせん事業

予 算 現 額 370,198,000 円 決 算 額 230,809,585 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

139,388,415 円

318,339,700 円

△87,530,115 円

△27.50%

199,326,301 円

31,483,284 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ２目 商工振興費

(商業観光課)

比 較
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＜目的＞
狭山市産業労働センターを拠点として、企業間連携や異業種交流を促進し、就労支援・勤労者福祉を

推進するとともに、産業観光情報の提供等を行うことで、地域経済の活性化と市民福祉の向上を図りま
す。

＜内容＞
産業労働センター内の多目的スペース・異業種交流スペース・産業･観光情報サテライト・狭山市ふる

さとハローワーク・若者サポートステーション・一般財団法人狭山市勤労者福祉サービスセンターを活
用し、企業の経営者や従業員、求職者に対する各種サービスを行うとともに、来館者に対して市内産業
や観光情報を提供していくことで地域産業の振興を図ります。また、令和元年度よりビジネスサポート
センター業務を開始し、中小企業・小規模事業者等の支援を行っております。

＜実績・成果等＞
１ 施設毎の利用状況

※（ ）内は利用率

２ 指定管理業務
⑴ 総合案内業務
⑵ 貸室管理業務
⑶ 若年者就職相談業務
⑷ 就労支援業務
⑸ 離職者支援総合相談業務
⑹ 内職相談業務
⑺ 経営支援業務
⑻ ビジネスサポートセンター業務

３ 指定管理者実施事業
⑴ 産業関係 8事業 2,822 人参加

うちビジネスサポートセンター業務 207 事業者 1,210 件
⑵ 労働関係 9事業 1,573 人参加
⑶ 観光関係 1事業 1,559 人参加

開所日数

利 用 人 数

合 計産業・観光情報
サテライト

異業種交流
スペース

多目的スペース

359日
1,042人
(49.3%)

9,622人
(26.7%)

9,633人
(23.3%)

20,297人
(26.9%)

産業労働センター管理事業

予 算 現 額 101,510,000 円 決 算 額 96,345,236 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

5,164,764 円

94,488,045 円

1,857,191 円

1.97%

18,000,000 円

78,345,236 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ２目 商工振興費

(産業振興課)

比 較
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＜目的＞
商店街等の施設維持や共同売り出しなどのイベントを支援し、安全で魅力的な商店街を形成すること

で、集客力を向上させ、商業活動の活性化を図ります。

＜内容＞
各商店会などが自主的に行っている共同施設の修繕・整備や共同売り出しなどのイベント、また、街

路灯電気料に関し、その費用の 1/2 以内の額を補助します。

＜実績・成果等＞
１ 商店街活性化推進事業費補助金

商店会が自主的に行う販売促進事業に対し、対象経費の 50パーセント以内を補助しました。
4団体 1,084,000 円

２ 商店街共同施設管理運営事業補助金
⑴ 来客用駐車場

商店街共同施設を適正に維持するため、来客用駐車場の年間地代の 50パーセントを補助しました。
2団体 1,110,000 円

⑵ 共同施設等修繕
商店街共同施設を適正に維持するため、街路灯の修繕費の 50 パーセントを補助しました。
3団体 717,000 円（LED 化）

３ 商店街街路灯等電気料補助金
商店街共同施設の適正管理を支援するため、商店会等が管理する街路灯電気料の 50 パーセントを補

助しました。
18 団体 1,209,000 円

商業支援事業

予 算 現 額 7,220,000 円 決 算 額 4,137,600 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

3,082,400 円

5,849,640 円

△1,712,040 円

△29.27% 4,137,600 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ２目 商工振興費

(商業観光課)

比 較

決算事項別明細書 ページ217



- 208 -

＜目的＞
狭山市中心市街地活性化基本計画（改訂版）に基づき、中心市街地エリアの回遊性の向上と活性化を

図ります。

＜内容＞
中心市街地活性化事業として実施している、空き店舗の活用による商業活動の誘因や市民交流・世代

間交流の促進のためのたまり場ショップ、各種イベント等を支援します。

＜実績・成果等＞
中心市街地周辺の商業の活性化を推進するため、エリア内の商店街、地域関係者等からなる実行委員

会が行う中心市街地活性化事業に対して、費用の一部を補助しました。

⑴ たまり場ショップ運営事業（稼働日数 63日）
⑵ 地場産野菜の販売事業
⑶ 狭山市駅西口市民広場七夕飾り掲出事業
⑷ 入間川 2020 イルミネーション in SAYAMA 事業
⑸ 入間川冬まつり・暖簾作成事業

中心市街地活性化事業

予 算 現 額 1,500,000 円 決 算 額 1,290,000 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

210,000 円

1,500,000 円

△210,000 円

△14.00% 1,290,000 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ２目 商工振興費

(商業観光課)

比 較
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＜目的＞
市内中小企業が抱える様々な経営課題を把握し、必要な支援を実施するとともに、中小企業が有する

先進技術のアピール、企業間連携や産学官連携の促進、関係機関との広域ネットワークによる支援を行
います。

＜内容＞
市内中小企業の研究開発力・市場競争力・特許戦略などの向上を図るため、関係機関と連携し、企業

が抱える様々な経営課題を把握し、指導・助言・情報提供などを行います。また、企業間連携や産学官
連携の促進を図ります。

＜実績・成果等＞
１ 市内中小企業事業者が行う新製品の研究開発 相談・指導回数 17 件

２ 埼玉県西部地域産業ミニ商談会の実績

※新型コロナウイルス感染症拡大に伴い開催せず

３ 市内製造業への情報提供

企業支援に関する情報を市内製造業へ向けて情報提供

対象 市内製造業等約 200 社

頻度 約 1カ月に 1回（実績数 10回）

工業支援事業

予 算 現 額 1,539,000 円 決 算 額 761,645 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

777,355 円

904,103 円

△142,458 円

△15.76% 761,645 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ２目 商工振興費

(産業振興課)

比 較
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＜目的＞
市内モノづくり企業の優れた製品や技術、働く人々の熱意等の紹介を通じて、「本物づくり」の企業集

積地としての当市の魅力を広く市内外へ向けて PR し、市民の地元への愛着と誇りを醸成するとともに、
若い世代に向けて仕事としての「モノづくり」に対する興味や関心を喚起し、地域の活性化を図ります。

＜内容＞
PR 冊子の配布、WEB サイトの運営、イベントの実施を通して、市内モノづくり企業の製品・技術を PR

し、人材確保及び企業活動を支援していきます。

＜実績・成果等＞
１ モノづくり企業 PR サイト 「本物づくりのまち 狭山」
⑴ 閲覧件数 30,400 件
⑵ 登録企業数 215 社

２ イベント
⑴ モノづくり企業フェア
※新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中止

⑵ モノづくり企業フェス in 狭山工業高校
※新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中止

⑶ モノづくり企業を対象とした就職面接会
ア 日 時 令和 2年 10月 19 日（月）
イ 会 場 狭山市市民交流センター コミュニティホール
ウ 参加企業 3社
エ 参 加 者 12 人

⑷ 一般就職面接会
※新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中止

ふるさとモノづくり応援プロジェクト事業（総合戦略事業）

予 算 現 額 3,349,000 円 決 算 額 1,626,067 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

1,722,933 円

1,855,696 円

△229,629 円

△12.37% 1,626,067 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ２目 商工振興費

(産業振興課)

比 較
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＜目的＞
本市の観光資源である一級河川「入間川」の魅力を最大限に活用するため、中心市街地に近接する「河

川敷中央公園」の一部を観光拠点として整備を進めることで、にぎわいの創出、交流人口の拡大と地域
のイメージアップを図り、市街地と河川敷を回遊する新たな人の流れを創出することを目指します。

＜内容＞
地元自治会、地域活動団体、大学教授、観光協会、市、県等による「狭山市入間川河川敷利用調整協

議会」を組織し、入間川河川敷の活用に向け継続的な検討を行うほか、イベント開催などを通じた魅力
の発信を行います。
また、入間川とことん活用プロジェクト基本方針に基づき、恒常的なにぎわいづくりに向け、官民が

連携し整備を推進します。

＜実績・成果等＞
１ 狭山市入間川河川敷利用調整協議会を 3回開催し、入間川河川敷の利活用について検討を行いまし
た。

２ 入間川あそびと憩いの空間整備工事として、駐車場照明設備、遊具の設置、樹木の移植等を行い、
令和 3年 3月 16 日に遊具の供用を開始しました。

３ 公園の愛称を公募し 734 件の応募がありました。市内公立小学校の児童による投票の結果、愛称は
「入間川にこにこテラス」に決定しました。

入間川とことん活用プロジェクト事業費（総合戦略事業）

予 算 現 額 60,050,000 円 決 算 額 59,904,265 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

145,735 円

48,574,080 円

11,330,185 円

23.33%

25,000,000 円

23,600,000 円

11,304,265 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ３目 観 光 費

(商業観光課)

比 較
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＜目的＞
当市の魅力向上のため、地域の観光資源を有効に活用し、各種観光事業を推進することにより、もっ

て、市民の郷土愛の醸成を図るとともに交流人口の増加を目指します。

＜内容＞
狭山市観光協会が行う観光振興事業(新型コロナに負けない「支え合い、さやまプロジェクト」、狭山

市駅西口イルミネーション等)に対して、その事業費の一部を補助します。

＜実績・成果等＞
狭山市観光協会に対する補助

当市の観光事業を総合的に推進する組織である狭山市観光協会に対し、3,450,000 円の補助金を交付し、
活動を支援しました。また、狭山市観光協会と連携し、ホームページ等を通して観光情報の提供と PR を
行いました。

観光協会実施事業（一部）
⑴ 狭山市駅西口市民広場七夕飾り掲出事業
⑵ 狭山市駅西口イルミネーション点灯事業
⑶ 新型コロナに負けない「さやまのお店全力応援サイト」構築事業
⑷ さやま大人の日替り給食事業
⑸ うまいもの市出店事業
⑹ AR観光マップの増刷事業
⑺ 狭山市観光大使「おりぴぃ」グッズ製作・販売事業

観光振興事業

予 算 現 額 6,370,000 円 決 算 額 3,806,867 円

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額

前 年 度
決算額

増減額

増減率

2,563,133 円

21,754,965 円

△17,948,098 円

△82.50% 3,806,867 円

決算額の

財源内訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

特定

財源

７款 １項 ３目 観 光 費

(商業観光課)

比 較
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